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　　　　私学に私塾を  

　　　　　　　　　　　　　　　　 
　少子化と不況の荒波により、いよいよその存続が危ぶまれ
ている私立大学も現れてきた。本学も教職員全員がアイデア
を出し合い、それを実現して他大学にない特色を作らなけれ
ば、同じ運命をたどる可能性も否定できない段階にきている。 
　では、どのような特色を出せばいいのだろうか？組織自体
に特色を出す必要もあろう。だが、要は組織を構成する人の
意識そのものをどう変えるかということにかかっている。 
　具体的にはどうすればいいか。われわれ教員が学生諸君に
個人的に接触し、彼らが高校時代までに受けてきた教育内容
に対応したきめ細かい教育をすることではないだろうか？そ
のためには教科の内容を表面的に教えるだけでなく、教育を
進める過程で精神的にもつながりをみつけ、人間的な信頼関
係を確立する必要がある。すなわち私学の中に私塾を作るこ
とである。その私塾の目的は、数学や電磁気学などの基本的
な教科の教育でもいいし、また資格取得試験対策でもいい。
さらにロボット、あるいはコンピュータグラフィックスに関
するテーマでもいいだろう。要は、幕末の大阪にあった適塾
のように教員と学生の精神的なつながりをもとにしたグルー
プでの教育をすることである。それは本学の生き残りを保証
する特色になると確信する。これが単なる初夢でないことを
願ってこの文を終わる。 
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いま　　  むら　　　　 あきら 

自動車短期大学部　講師　越智三千彦＝撮影 初　舞　獅　子 
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私学に私塾を 

「特集」元気な地域共同教育研究センター   

公務員志望の後輩にエール！ 

青年海外協力隊員宮本真千子さん 
　 アフリカ  ザンビアからメール 

小説を書く  ミッチェル講師にインタビュー 

書画の傑作を寄贈される 

大学生活を有意義に 

学生時代の思い出と 社会人になって思うこと 

自分で自分の道を切り拓く力をつける　工学部      

未来社会を生き抜く知を修得 
　　　　　　　　　　現代社会学部 

全日本ゼロハンカーレース２００１ 
　　　　　　　　自動車短期大学部　 

高校から発信 

研究室紹介 

「知能情報専攻」を設置 
大学院工学研究科に平成１４年４月から 

「夏休みキミの自由研究応援します」 

第３４回高城祭  その身体で！ 「刹那」を感じて 
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本学は地域住民と、どう関わっている？ 

地域に溶け込み交流を深めている本学 

元気な 
　　地域共同教育研究センター 
元気な 
　　地域共同教育研究センター 集 

特 
集 

特 
集 

特 特 
概要と活動概要と活動 概要と活動 

公 開 講 座公 開 講 座  公 開 講 座  

　地域共同教育研究センターは平成８年に設立されて本年で
６年目となった。 
　活動は共同研究と公開講座との２部門が中心である。大学
と地域との交流を密にし、大学から地域社会にサービスを提
供する。いわゆる産学共同研究の推進にも努め、科学技術の
相談にも応じている。 
　事業推進のため共同研究専門部会と公開講座専門部会を置き、
センターの基本的運営は運営委員会でおこなわれている。 
　平成１３年度は特に地域へ広く乗り出し、前後２期の講演会
をおこなった。前期「安芸地区を知ろう」は安芸区民文化センターで、後期「現代中国を知ろう」は県民
文化センターでそれぞれ開催した。多数の参加があり、好評であった。 
　他に、中野・瀬野を中心とした安芸区の公民館、および安芸郡の各教育委員会からの講師依頼や共同事
業等に協力し、現代社会学部の公開市民講座も後援している。 

 

熱が入るセンター長の講演 

講座が終わってもー 

お！見える見える 

海外旅行のための英会話教室（1） 

海外旅行のための英会話教室（2） 

パソコン教室・インターネット教室 

年賀状作成教室（2回） 

講演会「安芸地区を知ろう」全7回 

講演会「現代中国を知ろう」全6回 

夏休みキミの自由研究応援します 

Mitchell（ミッチェル） 
 Martens（マーティンズ） 

渡邊（真） 

趙・神垣 

北川・柿本・佐々木・田崎ほか 

北川・下見・中野ほか 

中田・酒井・荒川・佐伯・田中・神垣 

6/9・16・23・30

10/6・13・20・27

9/22・29

11/17・24

6/1・8・15・22・29・7/6・13

9/6・13・20・27・10/3・10

8/2・3

　平成１３年度は、恒例の英会話とパソコン講座のほか、新たな試
みとして小中学生を対象とした事業を、公民館と共同で開催した（詳
細は１２ページに掲載）。さらに、前後２期の講演会をおこなった。 
　英会話教室は「海外旅行のための英会話教室」として６月・１０
月の毎土曜日にそれぞれ４回ずつ開催し、工学部のミッチェル講
師と現代社会学部のマーテ
ィンズ講師が担当した。で
きるだけ堅苦しくないもの
をという希望で、海外の旅
行事情やマナー、一般的な

注意や買い物の仕方等、文字通り海外旅行のための実践的な英会話指
導をお願いした。非常に好評で、来年度もこの方針を継続していきた
いと思う。またパソコン関係も年賀状作成に的を絞った講座が好評で
あった。そして、講演会は平日にもかかわらず多くの参加を得て、有
意義なものとなった。 
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共同研究・技術支援 共同研究・技術支援 

　共同研究の推進については、「課題研究」
を募集しており、地域貢献度や共同研究体
制の観点で審査し、研究費補助を行ってい
る。平成１２年度は４件、平成１３年度は５件
の応募があった。このうち採択されたのは
前年度２件、今年度３件である。その成果
は「ひろしまＩＴ＆テクノフェア０１」等
で公開している。 
　技術支援については、教職員の専門分野
を網羅したパンフレット「地域のお役に立
ちます」を周辺の企業及び団体等に配布し、
ニーズの発掘を促進している。最近２年間

に依頼された相談事項（表に示す）を概観
すると、企業・団体からの技術相談にとど
まらず、体験学習プログラムの開発等地域
社会への貢献もなされている。 
　このように、最近の共同研究及び技術支
援は、多様化する地域共同への対応が徐々
にではあるが進みつつあり、本学の存在意
義を高めることにつながるものと思われる。
　今後の地域共同の推進は、教職員の研究
成果につながると同時に、学生の実学教育
や学生の活性化に反映できる可能性を秘め
ており、全学的な協力が必要である。 
 

年　度 企 業 団 体 等  内　　　　　容 相談員 

平成12年 

（財）広島市ひと・まちネットワーク 小中学生の科学教育事業の教育技術 遠藤　敏郎 

三好　一賢 
（株）広島安全開発 レンズを利用した太陽熱利用システムの開発 

青井　秀樹 

ナガオ（株） セラミックのバイオ部門への新規応用技術の開発 佐々木　健 

タカキベーカリー（株） パン廃棄物の有効利用技術の開発 佐々木　健 

国際協力アカデミーひろしま バーチャルユニバーシティーの教材開発 遠藤　敏郎 

三菱重工業（株） 延性モード研削加工のシミュレーション試験 李木　経孝 

平成13年 

日本精鉱（株） 高純度金属の精製のための技術と設備 大園　洋仁 

新川電機（株） 分光器設計に関する技術 酒井　　恒 

住建産業（株） 井戸水の有効利用技術 佐々木　健 

（株）中国新聞システム開発 ネットワーク・サーバを利用したシステム構築 鋼　　昌伸 

（株）デューン 超高真空用ソレノイドコイルのガラスコーティング 李木　経孝 

産業機械メーカー マグネシウム合金成形工程の要因制御及び表面構造 松阪　菊生 
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私
は
現
在
、
国

土
交
通
省
福
山
工

事
事
務
所
・
工
務

課
機
械
係
に
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し
て
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ま
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こ
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と
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公
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設
の
建
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設
計
に
か
か
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費
用
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見
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も
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で
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積
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み
な
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何
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気
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種

類
・
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時
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ど
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私
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ま
し
た
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今
年
、
建
設
省
は
運
輸
省
・
国
土
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北
海
道
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発
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し
、
「
国
土
交

通
省
」
に
変
わ
り
ま
し
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多
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き
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将
来
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
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お
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ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
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体験談に熱が入る 

　今回は、日本の学校では絶対
に見られない光景をレポートし
ます。 
　私の学校では、寮の生徒に食
事が用意されますが、日本の学
食のように豪華ではありません。
朝は「サンプ（白とうもろこしを
ゆがいて砂糖で味付けしたもの）」、昼・夜は「シマ（白
とうもろこしの粉をお湯で練ったもの）」とビーン
ズもしくはキャベツ。毎日このくり返しです。 
　しかし、毎月１、２日ほどスペシャルデーがあ
るのです！ビーフ！！牛です。牛肉が出るのです。 
　その日は突然やってきました。ある午後、タウ
ンに行こうと家を出ると、キャンパス内に一頭の
牛がつながれています。その時は、（誰のだろう？）
と思っただけで、そのまま出かけました。タウン
から帰ってくると、何と！例の牛が生徒たちの手
で、さばかれているではありませんか！！その行
為もさることながら、それを生徒がやっているの
には驚きました。 
“日本でも牛、食べるの？”“もちろん食べるよ”
“誰がさばくの？肉屋の人？”“う～ん、そうだね”
“学校で牛さばいたりしないの？”“絶対しない。
日本の学生はこんなこと絶対出来ない”しばらく
物珍しげに眺めていると、“マダム、肉いる？”と

生徒がたずねるので、“牛タンちょ
うだい。牛タン”“頭は後でバラす
から、後でもってくよ”というこ
とで、牛タンをゲットしました。 
　しかし、“牛タン”と言えば、タ
ン＝舌のわけでして、その物ずば
りの形で我が家にやってきた牛タ

ン…。（う～ん、どうしたものか…）と悩んだ揚句、
適当にスライスして焼肉にしてしまいました。 
　う～ん、ザンビアの牛肉は美味い！ 
　さすがに１年８カ月も生活していると、こうい
う場面にも慣れてしまいました。いまでは、たま
に鶏を買って来て自分で料理します。もちろん生
きている鶏ですよ。私もたくましくなったもんだ。 
（２００１年８月８日） 
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学校は調理場に早変わり 

宮 本 真千子さん 

 

青年海外協力隊員 

 

アフリカ　ザンビアからメール 

（平成11年 工学部情報工学科卒業） 
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書画の傑作を寄贈される －感動と感謝－ 

　新学生会館「ほことり」の建設にあたり、次のかたがたから計２０点の書画を寄贈さ
れた。磯辺徹男氏・梅田義博氏・菅尾洋子氏・高須　登氏・谷川和穂氏・山田　諭氏で
ある。尊い奉仕のお心に対し、感謝と敬意の誠を捧げる。 

★『Ｇｈｏｓｔｗｒｉｔｔｅｎ』出版のきっかけを教えて
ください。 
　いろいろありますが、小説を出版すること
が夢だったのです。 
★５万冊の売れ行きにのぼったそうですが、
日本に対するイギリス人の関心が高いと受け
止めてよろしいのでしょうか。 
　イギリスに限らず、日本には高い関心を持
っていると思います。 
★しかし、これだけの情報化社会で、イギリ
ス人がいまだに日本を「芸者とサムライの国」
だと思っているとは考えにくいのですが…。 
　ヨ－ロッパでは、日本はまだ三島由紀夫の小説の世界だと思われています。村上春樹
が描いたような日本のイメージはないでしょう。 
★英語教師と小説家の両立は大変でしょう。 
　確かに忙しいですね。６時までは大学で授業、それからは小説家として仕事をします
から。原稿の締め切り間際は、特に大変です。 
★学生に対する印象はいかがですか。 
　熱心な学生もそうでない学生もいます。しかし、１人でも真剣に取り組んでくれてい
れば、私はその学生のために一生懸命努力したいし、満足です。それに、どのクラスで
も、何人かは大変熱心に授業を受けています。また、私は学生の表面的な部分ではなく、
個性を見るようにしていますので、印象といっても様々です。 
★日本の芸術・文化に強い関心をお持ちのようですね。 
　はい、好きですね。 
（研究室の壁には日本画が飾られ、お香や日本茶も置いてある。落ち着いた雰囲気） 
　余裕のある時は、日本の骨董品や美術品を買うこともあります。しかし、物があふれ
すぎると精神的に重たくなる。便利な（ｕｓｅｆｕｌ）物と美しい（ｂｅａｕｔｉｆｕｌ）物だけを、最低限
そろえるようにしています。 
★将来やってみたいこと、目標などありましたら教えてください。 
　北海道に旅行してみたいです。イルカとも泳いでみたい。仕事面では、よりよい授業
ができるようになりたい。英語教師は、たえずステップアップしていける職業です。ま
た、人間的にもよい人になりたいと思っています。 
★今年 3月に『Ｎｕｍｂｅｒ９Ｄｒｅａｍ』を発表されましたが、仕上がり具合はいかがですか。
主人公は屋久島に住む10代の少年とお聞きしましたが、やはり旅行の経験を盛り込まれ
たのですか。 
　昨年９月末に書き上げました。この作品が今年１０月にイギリス最大の文学賞である「ブ
ッカー賞」の最終選考までいきました。デビュー作では、８分の１が東京、８分の７が
他国を舞台にした小説でした。しかし２作目では、ストーリーはほとんど日本で展開し
ています。いま、３作目にとりかかっています。 
★また、3作目の話をお聞かせください。それから、受賞の喜びを期待しております。 
　どうもありがとうございました。 

やさしい笑顔で話すミッチェル講師 

２００２ 年（平成１４年）１月１日　発行　     第４８号 学校法人  広島国際学院広報 

 



学校法人  広島国際学院広報 

-６-

映画と宣伝方法について勉強する映画と宣伝方法について勉強する 映画と宣伝方法について勉強する 

 現代社会学部３年生　高 田  未 来  
 

　私は現代社会学部３年生です。消費社会論を専門とされて
いる大橋先生のゼミに所属し、それぞれ興味あるテーマにつ
いて３・４年生の２年間で調査していきます。 
　私は大学生になってから、映画に興味を持ちはじめました。
それまでも映画が嫌いなわけではなかったのですが、あまり

積極的に見ることはありませんでした。自分の好きなことを自由にできる時間が増え、映画館に通ったり
ビデオを借りたりしてよく見るようになりました。 
　また、宣伝や広告といったものにも興味を持っています。効果的な宣伝方法とはどのようなものなのか
調べてみたいと思いました。 
　このようなわけで、映画と宣伝方法について勉強することにしたのです。映画の興行成績と宣伝方法には、
どのような関係があるのかということを詳しく勉強しようと思っています。ゼミでは参考になるような文
献を読み、研究に役立てています。 
　大学では、ゼミの授業などで自分の興味のあることを深く勉強することができます。私のゼミでも、こ
れからいろいろな勉強を詳しくやっていくことになります。大学生活をもっと有意義に過ごせるように、
一生懸命がんばろうと思います。 

大学生活を有意義に 

宣伝や広告に興味を持っている 

毎日忙しい職場 

た か   た 　 　  み  　き  

　　工学部　機械工学科　昭和４８年３月卒業　　　　

 中 島  満 則  
 
　印象に残る学生時代の思い出は二つあります。 
　一つは、入学早々退学を願い出たことです。入学は
したものの授業に興味が湧かず、大学のレベルはこん
なものかと不満を抱き退学を願い出ました。当時の学
生課長は高校の先輩でした。「どんな環境下にあっても己がいかにその環境を活かせるか、これが個人の
真の能力ではないでしょうか」とその人から言われました。この言葉になんとなく納得して、４年間在学
することになったのです。 
　もう一つは、２年生の終わりに四国八十八ヶ寺巡礼に出たことです。約３０日間、徒歩での一人旅です（巡
礼の場合一人旅でも同行二人と記す：弘法大師といつも一緒の意味）。 
　この旅で得たことは「決断、実行、責任」です。長い旅行中には、山中で幾度も道に迷いました。Ｙ字
路でどちらに進んでよいか迷った時、その場に立ち止まっていては解決できません。どちらかに進まなく
てはなりません。その結果が間違っていても自分が選んだ道です。責任は自分にあります。 
　学生は、お金を払って知識を得る。社会人は、知識を出してお金を得る。これが社会人と学生の決定的
な違いだと思います。社会人になると、もっと給料が欲しいとほとんどの人が思います。裏返せば、学生
ならもっと知識を得たいと思ってもよいのではないでしょうか。 
　最後にもう一つ、基礎学力と応用力は別物です。社会では後者を求めています。 

なか  しま　   みつ  のり  
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工学部 
大
学 

日　時　：　２００１年９月２９日（土）１０：３０～１５：００ 
場　所　：　本学中野キャンパス 
 
　本学は、地域の発展に寄与する方法を模索して
いる。ひとつの試みとして、技術交流会を実施し
た。地元企業の代表や小・中・高等学校の理数系
教員にお集まりいただき、本学教員と交流した。
技術講演会、施設公開のほか、懇談をかねた昼食
会を行った。参加者は合計３７名で、評価も上々だ
った。来年はより多くの参加を得られるよう準備
を急ぎ、広く案内したい。 
 
　参加者にアンケートをとったところ、下の結果を得た（回答数２６のうち）。 
 
 

 
●講演会について　　　　大変参考になった：10　　若干参考になった：15 
●施設公開について　　　大変参考になった：14　　若干参考になった：９ 
●技術交流会について　　続けた方がよい　：24

技術講演会＝会場 

電気工学科３年生　浦 上 　 佳  

電子工学科３年生　村 上 陽 一  

電気工学科３年生　俵 　 泰 孝  

実習先　リョービ株式会社 
平成13年8月20日～31日 

　今回のインターンシップでは、会
社ではどのような仕組みでどのよう
な仕事をしているのかなど、１１日
間にわたって実地に体験し学びまし
た。色々な職場を回り、社員の方と
一緒に仕事をしていく中で沢山の事
を教わりました。普段大学生活の中
では味わう事のできない貴重な体験

ができ、とてもいい勉強になり、夢が広がる思いが
しました。 

うらがみ　　　 けい  

たわら　　　 や す た か  

む ら か み  よ う い ち  

　実際に仕事をおこなおうとすると、多くの場合面
識のない他人と共同で作業しなくて
はなりません。そのため相手とのコ
ミュニケーションは非常に重要です。
とりわけ自分の考えをはっきり伝え
る必要があります。そのことと現実
に仕事をする厳しさを、このインタ
ーンシップで特に感じました。 

　少し肌寒い空気とまぶし
い朝日、私が着いたその日
が「父の日」でした。ホー
ムステイ先には小さな女の
子が二人います。手作りの
プレゼントをお父さんに見
せて、うれしそうでした。
ホスト夫妻と子供たち、同い年の日本学生とトル
コからの留学生、それに自分の７人家族です。部
屋には机とベッドしかないけれど、充分でした。 
　初日から遅刻するハプニングもありました。し
かしいい友達に恵まれ、不安もいつしか解消され
ました。見えなかったものが見えはじめ、自分に
素直になれました。人生の転機にもなったともい
えます。ハイジャックテロには驚きました。大学
でも皆テレビにくぎづけでした。誰もが心を痛め
たことでしょう。 
　あれから数ヶ月、貴重な体験もずいぶん前のこ
とのように感じます。当時のやる気は持ち続けて
いきたいと思います。 
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実習先（株）広島情報シンフォニー 
平成13年8月20日～9月5日  

 　昨年のエバーグリーン州立大学（アメリカ・ワシント
ン州）に続き、今年の語学研修はシドニー大学（オース
トラリア）で平成13年9月1日～17日の間行われた。参
加した俵　泰 孝君がその感想を次のように述べている。 
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未来社会を生き抜く知を修得 未来社会を生き抜く知を修得 
学びたいことを見つける　学ぶところを見つける 現代社会学部 現代社会学部 

家庭を訪問する学生 

大会会場風景 

　「社会調査実習」は日常生活の実態や意識を探求する、社会学の
主要な科目である。仮説をもとに調査票を作成し、回収されたデー
タを解析して科学的・客観的に理論へと結びつけるのである。 
　昨年９月２９日から１０月２日まで、「瀬野地区住民の生活と意識調査」
を計画・実施した。キャンパス周辺から無作為に選んだお宅に学生
が調査票を配布し、１週間ほどの後、訪問あるいは郵送で回収した。
親切な住民の方々に、学生たちも大いに助けられた。また、９月２９
日には調査拠点として瀬野福祉センターをご提供いただいた。みな
さまのご協力で８０％という高率の回収を得られ、指導教員一同感謝している。 
　これからコンピュータを使ってデータを加工・分析し、冊子にまとめる。地域の方々にも是非読んでい
ただきたいと思う。「顔の見える大学」として一歩を踏み出した現代社会学部が、地域に根ざし愛される
存在となるよう努力していきたいと願っている。 

　２００１年度の日仏社会学会大会が、１０月２７日（土）上瀬

野キャンパス（現代社会学部）で開催された。日仏社会

学会は、主にフランス社会・社会学を研究する日本の学

者によって構成され、日本学術会議に登録されている学

術団体である。フランスの社会学者との共同研究や学術

交流にも積極的に取り組んでいる。 

　本年度は、デュルケーム研究を中心に密度の高い研究

大会が実現した。午前の自由報告では、本学の定松文講

師が「フランスにおける地域文化の諸相」と題して研究

発表を行った。午後は２つの講演があった。フランス社

会学、デュルケーム社会理論研究の権威である中久郎京

都大学名誉教授は、「デュルケーム理論の意義・再考」

を説かれた。また、本学会会長の佐々木交賢創価大学教

授は、フランス政府からＯｆｆｉｃｉｅｒ ｄａｎｓ Ｉ'Ｏｒｄｒｅ ｄｅｓ Ｐａｌ

ｍｅｓ Ａｃａｄｅｍｉｑｕｅｓを贈られ、「フランス社会学研究を

ふりかえって」と題する記念講演をされた。理論研究と

日本社会学の歴史を感得する貴重なひとときであった。 

　現代社会学部では昨年１１月からこの１月１６日まで、野村
證券提供による５回シリーズの講座を行っている。野村證
券は有名な野村グループの総帥で、屈指のシンクタンクと
して知られた野村総研などを抱えている。 
　従来、金融・証券は経済学部や商学部の分野ではある。
だが就職を控えた学生には、第一線で働く方々からじかに
話を伺えるまたとない機会であり、何よりも「現代社会」
を学ぶうえで非常に有意義である。シリーズの主旨につい
て野村證券の担当者は、「証券市場に関するタイムリーな
話題を中心に基本的な考え方を紹介したり、社会情勢と株
価の動き、金利変動と債券の動きなどを講義したい」と話
した。 
　１１月１４日の第１回講義には、７０名にも及ぶ受講生がつ
めかけた。東京本社から派遣された講師が「自分も皆さん
のように熱心に授業を受ければよかった、感激しました」
と感想を述べたほどである。受講生からも、おもしろかっ
た、以前から関心のあるテーマだった、わかりやすい説明
だった、と好評であった。この講義の模様は、当日のＲＣ
Ｃテレビニュースでも紹介された。 
　今回の試みは社会科学系学部による産学共同のひとつの
形であり、インターンシップへの足がかりにもなるであろ
う。 

'

提供講座  

大
学 
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全日本ゼロハンカーレース2001全日本ゼロハンカーレース2001全日本ゼロハンカーレース2001
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短期  
大学部 

★ 電子制御燃料噴射シミュレータ 
　マイコン式エンジンの作動の中で、エンジンのあら
ゆる状態に対応して、マイコンが常に最適な燃料を決
定する様子を再現するシミュレータである。  

 ◎シミュレータの内容 
　自動車の実運転状態をボード上の実部品、または「つ
まみ」を操作して再現し、その時の燃料噴射量をオシ
ロスコープで観測する。 

 ◎観測項目 
　外気温度、エンジン温度ごとの各観測項目 
１．エンジン始動  ２．アイドリング  ３．一般走行  ４．加速  ５．スロ
ットル全開  ６．減速 ７．エンジン・ブレーキ  ８．燃料カット

　第１４回全日本ゼロハンカーレースは、２００１年
８月１９日（日）広島県世羅郡の小谷スポーツ公園で
開催された。 
　本学部では、モノづくり授業（選択）の一環と
して、ゼロハンカー（５０㏄）を手作りし、毎年レ
ースに出場している。 
　本年度は「学生部門」２４台中、昨年の優勝車を
改造した「ヒゲ１号改」が堂々３位、新作の「ヒ
ゲ２号」は惜しくも７位タイであった。 

第３位に入賞　  

ヒゲ2号 

さあースタート！ 笑顔がいっぱい 

★フォーク・リフト運転技能講習（1トン以上） 

★小型車両系建設機械特別教育（3トン未満） 

★損害保険募集人試験 

９月８日～１４日　技能講習会実施 

１０月２０日～２７日　特別教育実施 

受講者＝95名 

修了者＝95名 

合格率＝100％ 

受講者＝52名 

修了者＝52名 

合格率＝100％ 

９月３日～４日講習を実施し、９月６日に試験が行わ 
れた。受講者＝70名、合格者＝56名、合格率＝80％ 
 

ヒゲ1号改 

短
大 

のびのびと楽しいゼミ　のびのびと楽しいゼミ　
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　第４６回秋季県高校軟式野球大会に出場した本校軟
式野球部が、堂々の初優勝を果たした。１０月２９日（月）

に行われた準決勝では
呉港高校を４対０の完
封で下した。決勝の相
手は連続優勝を狙う強
豪、広陵高校である。
初回に先制するもすぐ
に追いつかれ、緊迫し
た試合が続いた。終盤
に敵失もからめ２点を
もぎとって逃げ切り、

見事優勝旗を手中におさめた。 
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から発信 から発信 

　今回の内装改修工事は教育環境改善のため、特
に生徒の利用が多い個所に重点を置いて行った。
まず、教室内を一新した。天井を張り替え照明器
具を新しくすること
で、見違えるほどき
れいに明るくなった。 
　また、黒板や掲示
板は取り替え、個人
ロッカーも設置した。

壁を塗り替えドアも塗装し、
快適な素晴らしい教室に再
生することができた。 
　学校の顔ともいえる玄関、
多くの人が利用する廊下や
階段、踊り場、手洗い場な
ども床や天井の張替えを行
った。表彰ケースも収納す
るなどして、明るくかつ格
調高い玄関に生まれ変った。 

高校 

硬式野球部 

　秋季広島県高校野球大会において、本校が
ベスト4に進出した。3回戦までは幾度か苦境
に立たされつつも勝ち上がっていった。準々
決勝の対海田高校戦は、エース高木の快投で
完勝した。決勝進出をかけた対広陵高校戦で
は、地区大会で勝利した実績もあり、期待さ
れたが惜しくも敗れた。3位決定戦には、中
国大会出場がかかっていた。中盤まではリー
ドし、中国大会さらに甲子園も近づいたかに
見えた。しかし、後半疲れの出たエースが広
商打線の猛攻を受け、夢は打ち砕かれた。と
はいえ野球部の実力は近年着実に伸びている。
今大会でそれが証明された格好となり、甲子
園への夢が膨らんでいる。 

　去る９月
３０日（日）、
今年度の学
校見学会が
盛大に行わ
れた。例年
多数の参加
者で校内が
溢れるのだが、特に今年度は１,２００名を超
え盛り上がった。女子生徒が７割と例年に
増して多かったのが特徴的である。参加者
は公開講座を受講し、クラブ活動も自由に
見学した。吹奏楽部の臨時演奏会もあり、
終わりまで賑わった。 

見事！ 軟式野球部県大会優勝 見事！ 軟式野球部県大会優勝 
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高
校 

　去る１１月３・４日に福山市で県高等学校柔道大会
新人戦が開催され、本校Ａチーム（女子）が団体で
見事優勝した。実力的にはかねてから優勝候補に挙
げられており、今大会でようやくこの快挙を成し遂
げた。決勝リーグ
戦は、県工、皆実、
本校Ａ、本校Ｂの
４チームで行われ
た。また男子も、
負傷で出場出来な
い正選手が２名も
いる中で５位入賞
と健闘した。 
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現代社会学部 現代社会学部 機械工学科 

　 高 津 康 幸 研究室 
 
大 橋 正 房 研究室 

たか　　つ　　やす　　ゆき おお　 はし 　まさ　 ふさ 

工学部 工学部 

研究室勢揃い 

鮮やかな色！染料 

著　作 

　本研究室のメンバーは、修士課程学生２名ならび
に学部生１５名から構成されている。研究室の歴史
は３年と浅いもの
の、研究活動はも
ちろんのこと課外
活動（飲み会？）
にも積極的に取り
組む、気兼ねのな
い男所帯である。
目下のところ、本
研究室では、次の
ような研究課題に取り組んでいる。 
 
（１）多孔質内乱流に関する研究 
　多孔質構造体は熱交換器・反応装置あるいは断
熱層など様々な分野に応用されている。本
研究では、多孔質内部幾何構造の複雑さゆ
え、従来から不可能とされてきた多孔質内
部の速度場・圧力場および温度場の実験的
検証に取り組むとともに、多孔質内乱流構
造の素過程の解明ならびにモデリングを試
みている。 
 
（２）生体内血流輸送に関する研究 
　生体内血管系は複雑なネットワークを有
しているため、生体内の流動・熱伝達現象
は充分には把握されていない。本研究では、
動脈から静脈への組織内毛細血管を通して
の血流のバイパス機構などの生体内血管ネ
ットワークに特有の挙動を詳細に検証することに
より、生体内熱流動現象を支配する基礎方程式の
構築を試みている。 
 
（３）ヒート・アイランド現象に関する研究 
　エネルギー消費の
都市部への集中が、
都市の温暖化すなわ
ちヒート・アイラン
ド現象を引き起こす
要因となっている。
ヒート・アイランド
現象は、環境とエネ
ルギーの調和という
観点からも重要な課題である。本研究では、ヒート・
アイランド現象によってもたらされる大気循環な
らびに拡散のメカニズムについて探求している。 

　学生に教えるのは初心
者である。ビジネスの世
界でマーケティングにか
かわる仕事を３０年余りし
てきた。企業からの依頼
で消費者について調査し、
資料を集め、ブームを分
析するなどして、新製品
開発や広告活動に関する
提案や企画を作成するの
である。振り返ってみる
と、消費者を対象とした調査にはこれまで少なく
とも１０００回はかかわってきたであろうか。洗剤、
食品、ビール、家電品、クルマなど、消費財メー

カーが製品開発をするための調査があれば、
雑誌や放送などマスメディアを立ち上げ
るための調査もある。そして広告の効果
を測定する調査もある。また地方自治体
が運営する文化施設のコンセプト作りに
も役立っている。 
　マーケティングでは人を消費者という
側面から捉えて調査を行っているが、そ
の方法や考え方は社会調査と同じである。
ただ、マーケティングの場合は競争とい
う要素があり、いかにして差別性ある商
品やコミュニケーション方法を見つけ出
すかが調査の目的となるのである。調査
の結果によってどのような商品を開発す

るか、あるいは広告コミュニケーションをどんな
表現で行うかが決定され、現実の行動に移される
のである。多くの成功事例を体験したが、それと
同じくらい失敗も体験した。 
　こうしたマーケティングでの体験を、現代社会
という広い枠組みから捉えなおしてみたいと考え
ている。生活は消費性を高め、企業はあらゆる欲
求を商品化しようとする。
分化し高度化していく
生活と企業をつないで
いるのがマーケティン
グである。マーケティ
ングの要素を取り込み、
消費文化あるいは生活
文化の変容を何らかの
形で整理してみたいと
思っている。 
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神垣　太持

　去る１１月１７日（土）・１８日（日）に中野キャ
ンパスで第３４回高城祭が行われた。１１月
９日、この大学祭にさきがけて、学生は大
学内外の清掃を行い、地域住民へ理解と参
加を呼びかけた。 
　　大学祭当日、校内には色鮮やかな入場
門や巨大な看板などが設置され、入場者
を迎えた。グランドの第二入場門をくぐ
ると、学生によるバザーやステージでの
様々なイベントでにぎわっていた。当夜
祭（１７日）のビンゴ大会ではパリ旅行（ペ
ア５日間）を手に入れた幸運な参加者に
歓声が上がった。終夜祭（１８日）にはゲ
ストライブにあの「ＲＩＺＥ」がきたこ
ともあって、３０００人に近い来場者がつ
めかけ、例年以上の盛り上がりを見せた。 

-１２-

ロボットは動く？楽しかった！面白かった！ 

２００２ 年（平成１４年）１月１日　発行　     第４８号 　 学校法人  広島国際学院広報 
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